
明
治
維
新
と
と
も
に
わ
が
国
も
諸
般
の
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
―
つ
に

祝
日
大
祭
日
の
制
定
が
あ
っ
た
。
最
初
に
確
定
し
た
祝
祭
日
は
明
治
三
年
四
月
二
十

七
日
太
政
官
布
告
、
第
五
十
七
号
で
正
月
朔
日
、
正
月
十
五
日
、
三
月
三
日
、
五
月

(
1
)
 

五
日
、
七
月
七
日
、
七
月
十
五
日
、
八
月
朔
日
、
九
月
九
日
、
九
月
二
十
二
日
（
明

治
天
皇
天
長
節
）
が
決
り
、
同
五
年
に
は
十

一
月
十
五
日
紳
武
天
皇
御
即
位
日
を
制

定
、
翌
六
年

一
月
四
日
の
太
政
官
布
告
第
一
号
に
よ
っ
て
五
節
句
（
正
月
七
日
七

草
、
三
月
三
日
桃
の
節
旬
、
五
月
五
日
端
午
、
七
月
七
日
七
夕
、
九
月
九
日
重
陽
）

が
廃
止
さ
れ
た
。

(

1

)

明
治
天
皇
の
誕
生
日
九
月
二
十
二
日
は
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
十
一
月
三
日
に
な
る
。

同
年
十
月
十
四
日
太
政
官
布
告
第
三
四
四
号
で
公
布
さ
れ
た
祝
祭
日
は
「
元
始
祭

一
月
三
日
」
「
新
年
宴
會

一
月
五
日
」
「
孝
明
天
皇

祭

一
月
三
十
日
」
「
紀
元
節
二
月

十
一
日
」
「
紳
武
天
皇
祭

四
月
三
日
」
「
神
嘗
祭

十
月
十
七
日
」
「
天
長
節
十
一
月
三

日
」
「
新
嘗
祭
十
二
月
二
十
三
日
」
と
な
り
、
明
治
十
一
年
の
布
告
に
よ
っ
て
「
春

季
皇
霊
祭
・
秋
季
皇
霊
祭
」
が
追
加
さ
れ
て
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
こ
の
中
で
祝
日
に
は

全
国
公
立
学
校
に
お
い
て
式
典
が
行
わ
れ
た
が
歌
は
歌
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
明

治
十
年
頃
か
ら
は
西
洋
音
楽
を
学
び
は
じ
め
た
宮
内
省
雅
楽
部
の
伶
人
に
よ
る
保
育

唱
歌
が
世
に
現
れ
、
ま
た
十
三
年
以
降
は
音
楽
取
調
掛
が
作
製
し
た
小
学
唱
歌
が
成

果
を
も
た
ら
し
て
儀
式
に
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
学
校
で
は
適

当
と
思
わ
れ
る
唱
歌
を
適
宜
選
ん
で
歌
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
教
育
上

の
唱
歌
と
そ
の
役
割
が
、
し
だ
い
に
明
確
化
さ
れ
て
き
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
学
校
に
お
い
て
祝
祭
日
に
唱
歌
を
歌
う
べ

し
と
い
う

規
定
は
明
治
二
十
三
年

第
七
節

『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』

選
定

歌
詞
・

楽
譜
の

（
一
八
九

0
)
十
月
六
日
発
布
勅
令
第
ニ

―
五
号
小
学
校
令
第
十
五
條
に
基
づ
き
、

二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
六
月
十
七
日
省
令
第
四
号
を
も

っ
て
小
学
校
に
お
け
る
祝
日

大
祭
日
の
儀
式
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
規
定
第

一
條
第
四
款
に

「學
校

長
教
員
及
生
徒
其
祝
日
大
祭
日
二
相
應
ス
ル
唱
歌
ヲ
合
唱
ス
」
と
謳
わ
れ
た
。

し
か

し、

こ
の
時
点
に
お
い
て
も
適
当
な
歌
が
定
め
ら
れ
ず
、
そ
の
職
責
を
感
じ
た
文
部

省
は
同
年
十
月
東
京
音
楽
学
校
長
村
岡
範
為
馳
に
祝
日
大
祭
日
歌
詞
及
楽
譜
審
査
委

員
長
を
命
じ
、
以
下
次
の
十
六
名
が
委
員
を
申
し
付
け
ら
れ
た
。

黒
川
員
頼

（東
京

帝
国
大
学
教
授
文
学
博
士
）
、
野
尻
精

一
（
高
等
師
範
学
校
教
授
）
、
瓜
生
繁
（
東
京

音
楽
学
校
教
授
）
、
上
原
六
四
郎
（
同）
、
鳥
居
枕

（同）
、
上
慎
行
（
同
）
、
渡
邊
薫

之
助
（
文
部
視
学
官
）
、
篠
田
利
英
（
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
）
、
佐
藤
誠
賀

（文

部
属
）
、
ル
ー
ド
ル
フ

・
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
顧
問
（
東
京
音
楽
学
校
雇
教
師
）
、
紳
津
専
三

郎
（
東
京
音
楽
学
校
教
授
）
、
林
廣
守
（
宮
内
省
雅
楽
部
副
長
）
、
小
山
作
之
助

（東

京
音
楽
学
校
卒

業
生）
、
山
井

基
萬

（宮
内
省
雅
楽
部

伶
人
長
）
、
林
廣
繊

（
同
伶

人）
、
納
所
辮
次
郎
（
学
習
院
教
授
）
。
（
東
京
音
楽
学
校
篇
『
祝
日
大
祭
日
唱
歌
重
音
譜
』

明
治
三
十
三
年
、
序
）

委
員
会
は
最
初
に
音
楽
取
調
掛
の
『
小
學
唱
歌
集
』
の
中
か
ら
〈
天
津
日
嗣
〉
〈
榮

ゆ
く
御
代
〉

〈
五
日
の
風
〉
〈
太
平
の
曲
〉
〈
説
へ
吾
君
を
〉
〈
治
る
御
代
〉
〈
瑞
穂
〉

を
、
『
幼
稚
園
唱
歌
』
か
ら
〈
我
大
君
〉
、
東
京
音
楽
学
校
編
築
の
『
中
等
唱
歌
集
』

か
ら
〈
君
が
代
〉
〈
君
が
代
の
初
春
〉
〈
紀
元
節
〉
〈
天
長
節
〉
の
十
二
曲
を
暫
定
的

に
指
定
し
た
。
明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
、
文
部
省
普
通
学
務
局
よ
り
次
の

よ
う
な
通
達
が
出
さ
れ
た
。

「
従
来
説
日
大
祭
日
ノ
儀
式
二
用
フ

ル
目
的
ヲ
以
テ
著
作
シ
タ
ル
歌
詞
及
楽
譜

二
乏

シ
ク
、
儀
式
施
行
ノ
際
不
便
彫
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
ト
存
候
依
テ
先
ヅ
文
部
省
東
京
＿
音
楽

學
校
ノ
編
纂

二
係
ル
唱
歌
集
ノ
歌
詞
及
楽
譜

ニ
シ
テ
右
儀
式
ヲ
行
フ
ノ
際
唱
歌
用
二

供
シ
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
畢
ゲ
別
紙
二
掲
載
シ
念
ノ
為
メ
御
通
牒
二
及
候
尤
モ
表
中

〈
君
が
代
の
初
春
〉
ハ
一
月
一
日
二

、
〈
天
津
日
嗣〉

ハ
元
始
祭
及
誹
武
天
皇
祭
日

二、

〈
紀
元
節
〉

ハ
紀
元
節

二、

〈
瑞
穂
〉

ハ
帥
嘗
祭
日
二
又
〈
瑞
穂
〉

ノ
歌

詞

中

〈新
嘗
の
神
〉

卜
修
正
シ
テ
新
嘗
祭
日

二
、
〈
天
長
節
〉
〈
我
大
君
〉

ハ
天
長
節
二

、

其
他
ハ
適
宜
御
用
ヒ
相
成
可
然
卜

存

候

此
段
申
添
候
也
」（
遠
藤
宏
著

『明
治
昔
架
史
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一
月
一
日
は
一
年
の
元
首
に

し
て
し
か
も
我
國
に

て
は
神
武
天
皇
紀
元
辛

酉
の
御
即
位
も
即
ち
正
月
朔
日
に
ま
し
ノ
＼

（
此
御
即
位
日
太
陽
暦
の
推

歩
上
よ
り
は
二
月
十
一
日
と
さ
せ
ら
れ
し
こ
と
な
れ
ど
も
当
年
に
あ
り
て

は
其
年
の
元
首
な
る
正
月
朔
日
な
り
し
な
り
我
國
古
来
正
月
元
日
を
も
て

殊
に
慶
す
べ
く
賀
す
べ
き
日
と
せ
る
も
の
お
の
づ
か

ら
故
あ
る
こ

と
な

り）

爾
来
今
日
に
至
る
ま
で
皇
統
連
綿

一
日
の
如
く
君
臣
の
間
そ
の
親

一

家
の
如
く
な
れ
ば
最
も
慶
賀
す
べ
き
日
な
り

0
年
の
始
の
た
め
し
と
て
終
な
き
よ
の

め
で
た
さ
を
」
と
は
新
年
に
は
我
國

な

ら

ひ

ち

ょ

よ

ろ

づ

よ

は

て

し

の
慣
例
と
し
て
千
世
万
世
も
終
極
な
き
御
世
の
芽
出
た
き
有
様
を
」
と
の
意
に

て
次
の
「
松
竹
た

て
A

門
毎
に
」
に
か
A

る
句
な
り
た
め
し
は
こ
A

に
て
は

慣
例
の
こ
と
仕
来
と
い

ふ
程
の
意
な
り

終
は
終
極
に
て
「
は

て
し
」
な
り

0
松
竹
た
て
A

云

々

」

は

松

は
千
年
を
保
ち
竹
は
万
年
を
契
る
も
の
な
れ
ば

終
極
な
く
か
は
ら
ぬ
世
に
比
し
て
こ
れ
を
門
並
に
飾
り
た
て
つ
A

賀
び
祝
ふ
今

一
月
一
日

考
』
昭
和
二
十
三
年
、
二
0
一
頁
）

こ
の
間
に
選
定
委
員
会
は
国
歌
を
〈
君
が
代
〉
に
、
紀
元
節
の
歌
は
高
崎
正
風
作

詞
、
伊
澤
修
二
作
曲
の
〈
紀
元
節
〉
を
決
定

し
た
。
〈
君
が
代
〉
は
宮
内
省
雅
楽
部

大
伶
人
林
廣
守
作
曲
、
エ
ッ
ケ
ル
ト
が
和
声
付
け
し
た
も
の
で
、
明
治
十
三
年
十
一

月
三
日
の
天
長
節
に
宮
中
で
国
歌
的
に
演
奏
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
祝
祭

日
用
唱
歌
は
、
は
じ
め
に
作
詞
家
千
家
尊
幅
、
鈴
木
重
嶺
、
本
居
豊
頴
、
谷
勤
、
阪

正
臣
、
丸
山
作
架
、
黒
川
員
頼
、
木
村
正
照
、
小
中
村
清
矩
、
勝
安
房
ら
に
作
詞
を

依
頼
し、

お
の
お
の
提
出
し
て
き
た
歌
詞
を
慎
重
審
査

（
＋
五
回
に
及
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
）
の
結
果
決
定
し
た
各
歌
の
歌
詞
解
説
書
を
作
成
し
た
。

歌
詞
解
説
書
〔
最
終
的
に
祝
日
か
ら
は
ず
さ
れ
た
孝
明
天
皇
祭
、
紳
武
天
皇
祭
、
春
・
秋
季
皇

霊
祭
の
歌
詞
解
説
書
は
除
く
〕

日
の
此
一
月
一
日
こ
そ
賓
に
楽
し
く
愉
快
な
れ
」
と
な
り

0
初
日
の
ひ
か
り
明
ら
け
く
治
ま
る
御
代
の
け
さ
の
空
と
は
、
初
日
の
出
の
か

ゞ
や
き
の
ぼ
る
ひ
か
り
明
ら
か
に
治
ま
る
御
代
即
ち
明
治
の
大
御
代
の
一

月
一

日
の
今
朝
の
空
」
と
い
ふ
意
初
日
の
ひ
か
り
と
い
ふ
よ
り
明
ら
け
く
と
受
け

す
ぐ

籾
そ
れ
を
直
に
治
ま
る
と
列
ね
て
明
治
の
年
号
と
し
め
し
又
治
ま
る
御
代
と
つ

ゞ
け
て
泰
平
の
御
代
の
い
か
に
も
ゆ
た
か
な
る
朝
の
空
の
さ
ま
を
い
へ
り

日
は
一
日
の
旭
日
を
い
ふ
初
は
は
つ
風
」
は
つ
霞
」

な
ど
の
は

つ
に
同
じ

君
が
み
か
げ
に
云
々
」
は
明
ら
か
な
る
初
日
の
光
を
天
皇
陛
下
の
御
徳
の
普

な

ぞ

ら

ね
く
世
を
照
ら
す
様
に
比
準
へ
奉
り

つ
A

は
る
か
に
仰
ぎ
望
む

こ
と
の
い
と
も

み
か
げ
は
聖
徳
の
充
被
に
い
ふ
初
日
の
縁
語

尊
く
か
た
じ
け
な
し
」
と
な
り

な
ぞ
ら

た
＜
へ
は
そ
れ
に
准
へ

比
ぶ
る
意
な
り

元
始
祭

元
始
祭
は
一
月
三
日
、
賢
所
、
皇
霊
殿
、
及
び
誹
殿
の
三
前
に
御
盛
典
を

行
は
せ
玉
ひ
、
皇
位
の
元
始
を
祝
し
玉
ふ
御
祭
な
り
、
此
祭
は
明
治
三
年

正
月
三
日
に
於
て
始
め
て
興
さ
せ
ら
れ
、
同
五
年
正
月
三
日
よ
り
之
を
元

治
祭
と
称
す
る
事
を
定
め
ら
れ
し
な
り

あ

ま

つ

ひ

っ

ぎ

し

る
し

み
く

ら

ゐ

う

け

つ

ぎ

0
天
津
日
嗣
の
き
は
み
な
く
天
津
璽
の
動
な
く
と
は
皇
位
の
御
継
承
は
億
萬
年

つ
ひ

を
経
て
意
に
際
限
あ
る
こ
と
な
く
、
三
種
の
誹
宝
は
天
地
と
共
に
永
く
動
揺
あ

っ
ぎ
／
＼

る
こ
と
な
き
」
を
い
ふ
天
津
日
嗣
は
宝
詐
の
御
事
日
の
御
紳
よ
り
嗣
々
に
御

た
ゞ
ち

世
し
ろ
し
め
す
義
な
り
、
故
に
書
紀
に
は
帝
位
を
直
に
「
ア
マ
ッ
ヒ
ツ
ギ
」
と

訓
じ
た
り
、

か
し
こ
ど
こ
ろ
い
つ

天
津
璽
は
今
日
現
に
賢
所
に
齊
き
祀
ら
せ
玉
ふ
三
種
の
神
璽
の
御
事
に

て、

皇
位
の
御
継
承
は
こ
れ
に
撼
ら
せ
ら
る
A

御
事
な
れ
は
、
し

る
し
と
は
申
奉
る

な
り

゜
初
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りヽ な
り
、
此
二
聯
、
一
到
、
皇
統
の
連
綿
と
し
て
天
壌
と
無
窮
に
ま
し
ま
す
を
い

ふ
、

0
年
の
始
に
皇
誹
を
祭
り
ま
す
こ
そ
か
し
こ
け
れ
」
は
今
日
の
此
年
の

始
に
於
て
賢
所
、
皇
霊
殿
等
御
歴
代
の
皇
誹
を
御
親
祭
あ
ら
せ
ら
れ
、
祭
政
一

致
の
古
制
を
重
ぜ
ら
れ
報
本
及
始
の
典
證
を
申
べ
奉
ら
せ
玉
へ
る
は
実
に
尊
＜

恐
多
き
御
事
ぞ
」
と
な
り

皇
誹
は
御
歴
代
の
皇
霊
を
申
奉
る
「
す
め
は
」

「
す
べ
」
と
同
じ
く
統
御
の
義
あ
る
詞
な
り
、
か
し
こ
は
憧
の
字
の
意
尊
み
恐
る

よ

も

A

な
り
、

0
四
方
の
民
草
う
ち
な
ひ
き
長
閑
け
き
空
を
う
ち
あ
ふ
ぎ
は
、
皇
上

の
御
盛
徳
右
の
如
く
ま
し
ま
す
を
も
て
、
天
下
の
人
民
皆
こ
と
人
＼
く
懐
き
服

従
ひ
奉
り
今
日
の
泰
平
の
代
を
新
年
を
空
を
歓
び
仰
ぐ
と
の
意
、
民
草
は
蒼
生

の
字
と
同
じ
く
人
民
の
事
、
な
び
き
は
草
の
縁
語
懐
服
な
り
、
長
閑
は
う
ら

A

か
に
ゆ
た
か
な
る
意
、
泰
平
の
よ
の
様
を
か
く
い
ひ
て
次
の
豊
さ
か
の
ぼ
る

と
よ

の
語
を
お
こ
せ
り
、

0
豊
さ
か
の
ぼ
る
云
々
は
盛
に
き
ら
め
き
昇
る
日
の
丸

の
国
旗
を
門
並
に
建
列
ね
て
、
今
日
の
御
祭
日
を
祝
祭
し
奉
ら
さ
る
家
な
し
」

と
な
り

豊
さ
か
の
豊
は
美
称
、
大
に
盛
な
る
意
、
さ
か
は
栄
え
き
ら
め
く
を

あ
さ
ひ

い
ふ
古
言
に
旭
日
の
ま
ば
ゆ
く
き
ら
め
き
昇
る
を
豊
さ
か
の
ほ
る
と
い
へ
り
、

日
の
御
旗
は
日
の
丸
の
国
旗
な
り
、
前
に
空
と
い
ひ
、
仰
き
と
い
ひ
、

豊
さ
か

の
ぼ
る
と
い
ふ
、
み
な
此
句
を
起
さ
ん
が
た
め
な
り
、
い
は
ふ
は
祝
祭
の
意
な

天
長
節

天
長
節
も
今
上
天
皇
陛
下
の
御
降
誕
日
を
申
し
奉
る
名
稲
な
り
、
陛
下
は

孝
明
天
皇
第
二
の
皇
子
、
嘉
永
五
年
九
月
廿
二
日
の
御
降
誕
に
て
太
陽
暦

に
て
は
十
一
月
三
日
に
嘗
れ
る
な
り
、
天
長
節
の
稲
我
国
に
て
は
、
光
仁

天
皇
宝
亀
六
年
よ
り
起
れ
り
、
元
末
天
長
節
の
名
は
、
唐
の
玄
宗
帝
の
誕

生
日
を
千
秋
節
と
称
せ
し
を
、
天
宝
中
更
に
改
め
て
天
長
節
と
い
ひ
し
に

始
れ
る
も
の
に
て
、
天
長
の
字
は
老
子
に
天
長
地
久
と
あ
る
に
握
れ
る
な

り

0
け
ふ
の
よ
き
日
は
大
君
の
、
生
れ
玉
ひ
し
吉
日
な
り
」
と
は
、
今
日
即
ち
此

十
一
月
―
―
一
日
の
吉
祥
日
は
、
我
が
天
皇
陛
下
の
御
降
誕
ま
し
ま
し
け
る
吉
祥
日

な
り
」
と
の
意
に
て
、
よ
き
日
と
は
吉
祥
日
と
い
ふ
意
、
聖
上
御
降
誕
日
な
れ

ば
な
り
、

0
け
ふ
の
よ
き
日
は
み
ひ
か
り
の
、
さ
し
出
玉
ひ
し
よ
き
日
な
り
」

此
二
聯
句
、

今
日
即
ち
此
十
一
月
三
日
の
吉
祥
日
は
わ
が
聖
上
の
御
光
の
此
世
上
に
さ

し
の
ぼ
り
て
、
社
會
を
照
ら
し
そ
め
玉
ひ
け
る
吉
祥
日
な
り
」
と
な
り
、
聖
上

み

す

え

は
日
の
神
の
御
裔
に
ま
し
／
＼
て
、
既
に
古
よ
り
日
の
御
子
と
も
申
奉
る
程
の

事
な
れ
ば
、
御
降
誕
の
事
を
直
ち
に
、
御
光
の
さ
し
い
で
玉
ふ
と
い
へ
り
、
倍

此
二
聯
句
、
一
到
、
今
日
の
吉
祥
日
な
る
こ
と
を
の
ぶ

0
ひ
か
り
あ
ま
ね
き

も
ろ
び
と

云
云
御
威
徳
の
天
下
に
普
ね
き
此
大
御
代
の
尊
さ
を
、
衆
庶
相
共
に
祝
賀
せ

よ
、
聖
恩
の
海
内
に
遍
ね
き
此
大
御
代
の
か
た
じ
け
な
さ
を
、
衆
庶
相
共
に
慶

賀
せ
よ
」
と
な
り
、
ひ
か
り
は
、
御
威
徳
を
い
ひ
、
め
ぐ
み
は
聖
恩
を
い
ふ
、

一
劉
、
今
日
の
慶
賀
す
べ
き
を
い
へ
る
な
り
、

神
嘗
祭

神
嘗
祭
は
本
年
収
穫
し
た
る
新
穀
の
大
御
鑽
を
伊
勢
大
神
宮
に
供
進
し
奉

る
御
祭
典
に
し
て
、
宮
中
よ
り
、
豫
＜
掌
典
を
勅
使
と
し
て
発
遣
あ
り

て、

常
日
幣
吊
及
び
荷
前
の
調
絹
を
奉
ら
し
め
玉
ひ
、
宮
中
に
於
て
も
御

遥
拝
あ
ら
せ
ら
る
最
鄭
重
な
る
御
儀
式
な
り
、
古
は
九
月
十
七
日
の
御
祭

典
な
り
し
を
、
明
治
の
御
代
と
な
り
て
今
日
に
改
め
ら
れ
し
な
り

0
五
十
鈴
の
宮
の
大
前
に
」
と
は
五
十
鈴
の
宮
に
御
鎮
坐
ま
し
ま
す
、
天
照

は
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御
皇
大
神
の
御
神
前
に
」
と
の
意
な
り
、
五
十
鈴
は
地
名
、
五
十
鈴
川
の
河
上
に

鎮
坐
ま
し
ま
す
を
と
て
五
十
鈴
の
宮
と
い
ふ
、
即
ち
内
宮
な
り
、
大
前
は
御
神

か

け

み

き

前
と
い
ふ
に
同
じ
お
ほ
は
尊
稲
な
り
、

0
こ
と
し
の
秋
の
懸
ち
か
ら
、
御
酒
み

お

は

っ

ほ

み

き

て
ぐ
ら
を
奉
り
」
は
今
年
の
秋
始
め
て
収
穫
せ
る
新
穀
の
御
初
穂
井
に
神
酒

及
び
錦
綾
の
幣
吊
を
御
神
前
に
陳
列
ね
て
供
進
る
を
い
ふ
、
税
を
ち
か
ら
と
い

ふ
は
民
の
力
を
致
す
も
の
な
る
を
も
て
な
り
、
か
け
ち
か
ら
と
は
、
往
古
神
宮

か
こ

み

に
て
は
諸
国
の
神
領
よ
り
納
む
る
新
稲
の
税
を
ば
そ
の
儘
御
囲
の
玉
垣
に
か
け

て
、
即
ち
之
を
神
に
奉
り
し
よ
り
、
懸
税
と
い
へ
る
に
て
、
今
い
ふ
御
初
穂
の

事
也
、
御
酒
は
も
と
諸
国
の
神
領
よ
り
、
奉
れ
る
新
穀
も
て
潔
齊
し
て
醸
造
せ

る
も
の
を
い
ふ
、
み
て
ぐ
ら
は
す
べ
て
神
に
奉
る
幣
吊
を
い
ふ
、
今
日
神
宮
に

奉
る
は
、
錦
及
び
綾
等
な
り
、
〇
い
は
ふ
あ
し
た
の
云
云
斯
て
供
物
を
献
じ

と
り
お
こ
な

御
祭
式
を
執
行
ふ
今
朝
の
空
に
旭
日
の
光
も
い
さ
ま
し
く
さ
し
の
ぼ
り
て
、

靡

か

ゞ

さ

ま

く
国
旗
の
ひ
ら
め
き
輝
く
け
し
き
は
賑
は
ひ
栄
ゆ
る
泰
平
の
御
代
の
氣
象
と
み

め
で

い

み

ま

つ

る

え
て
、
い
か
に
も
愛
た
く
ゆ
た
か
な
り
」
と
な
り
、
い
は
ふ
は
齊
祀
の
意
な
り
、

新
嘗
祭

新
嘗
祭
は
、
本
年
の
新
穀
を
も
て
御
饂
御
酒
に
造
り
、
聖
上
御
親
ら
之
を

天
神
地
祇
に
供
し
玉
ひ
、
御
自
身
に
も
聞
し
め
し
玉
ふ
重
き
御
儀
式
に

て

神
代
よ
り
博
へ
さ
せ
玉
ふ
御
祭
典
な
り
、
も
と
は
毎
年
十
一
月
中
の
卯
の

日
を
も
て
、
行
は
せ
玉
ひ
き
、
往
古
は
大
嘗
新
嘗
の
区
別
な
か
り
し
を
、

後
に
至
り
、
御
代
の
始
に
行
は
る
A

を
大
嘗
祭
と
稲
し
て
、
殊
な
る
大
祀

と
し
、
毎
年
行
は
る
A

を
新
嘗
祭
と
し
て
恒
例
の
礼
典
と
せ
ら
る

た

み

や

す

と

し

ご

ひ

ま
つ

り

0
民
安
か
れ
と
き
さ
ら
ぎ
の
新
年
祭
し
る
し
な
り
」
と
は
、
穀
物
豊
作
に
て
、

と
し
ご
ひ
ま

つ
り

人
民
安
穏
な
れ
か
し
と
の
聖
意
よ
り
、
例
年
二
月
を
も
て
祈
年
祭
を
行
は
せ
ら

い

の

り

し

る

し

る
A

事
な
る
が
其
御
祈
願
空
し
か
ら
ず
、
果
し
て
効
験
あ
り
」
と
な
り
、
き
さ

ら
ぎ
は
二
月
の
稲
祈
年
祭
は
二
月
中
神
宮
始
め

□国
神
社
は
、
班
幣
あ
り
て
、

ち

ま

ち

を

た

営
年
の
豊
穣
を
御
祈
請
あ
ら
せ
ら
る
A

御
祭
な
り
、

0
千
町
の
小
田
に
打
な
び

た
ら
ほ

く
、
足
穂
の
稲
の
う
ま
し
稲
」
は
限
り
も
な
く
廣
き
千
町
の
田
の
も
に
穂
波
を

よ
せ
て
、
打
靡
く
、
足
穂
即
ち
充
分
み
い
り
た
る
稲
の
、
い
か
に
も
立
派
に
美

事
な
る
稲
」
と
な
り
、
千
町
は
は
る
く
と
廣
き
田
地
を
い
ふ
、
小
田
の
小
は
発

た

づ

ち

語
、
田
面
の
事
な
り
、
足
穂
は
充
実
せ
る
穂
、
う
ま
し
稲
、
う
ま
し
美
稲
、
美

事
立
派
の
稲
と
い
ふ
こ
と
な
り
、

0
御
鑽
に

つ
く
り
て
云
云
其
う
ま
し
稲
の

新
穀
を
、
御
饂
即
ち
食
物
に
つ
く
り
整
へ
て
、
諸
神
に
供
へ
さ
せ
ら
れ
、
陛
下

御
み
づ
か
ら
も
、
聞
し
め
し
玉
ふ
今
日
の
新
嘗
祭
は
、
神
代
以
来
偉
へ
さ
せ
玉

ふ
も
の
に
て
、
実
に
尊
き
御
祭
典
な
り
」
と
な
り
、
古
言
に
食
を
、
け
、
と
い

へ
り
、
即
ち
饂
の
字
の
意
な
り
、
御
は
雄
稲
、
新
嘗
の
、
な

へ
は
あ
へ
と
同
じ
く

あ
へ饗

の
意
な
り
、
新
穀
を
も
て
神
に
も
人
に
も
饗
す
る
を
新
嘗
と
は
い
へ
る
な
り

勅
語
奉
答

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
を
、
も
て
下
し
玉
へ
る
勅
語
の
御
旨
を
、
か

し
こ
み
憤
み
て
恭
し
く
到
へ
奉
る
な
り
、

す
め
ろ
き

〇
あ
や
に
か
し
こ
き
天
皇
の
あ
や
に
た
ふ
と
き
天
皇
の
」
と
は
、
言
詞
も
及
ば

か
た
じ
け
な

ぬ
程
に
恐
多
き
わ
が
天
皇
陛
下
の
、
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
き
わ
が
天

皇
陛
下
の
」
と
の
意
に
て
、
次
の

「
あ
や
に
た
ふ
と
き
云
云
」
に
か
A

る
句
な

か
し
こ

り
、
あ
や
に
は
感
歎
の
盤
、
そ
の
畏
み
尊
む
情
、
極
ま
り
て
発
す
る
竪
に
て
、

即
ち
言
詞
も
及
ば
ぬ
と
の
意
な
り
、
「
あ
や
に
云
云
」
同
調
に
て
、
繰
返
し
い
ふ

は
深
く
こ
れ
を
尊
重
し
て
、
歎
美
す
る
な
り
、
以
下
或
は
同
語
を
重
ね
、
ま
た

は
同
調
を
繰
返
す
も
の
、
皆
此
感
歎
に
成
れ
ば
な
り
、
〇
あ
や
に
た
ふ
と
く
か
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〔手
書
き〕

し
こ
く
も
下
し
給
へ
り
、
大
勅
語
」
と
は
、
言
語
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
＜
且

恐
多
く
も
大
勅
語
を
下
し
給
へ
た
り
」
と
也
、
前
に
陛
下
の
御
上
に
稲
し
奉
り

た
る
、「
あ
や
に
尊
く
畏
く
も
」
の
語
を
直
ち
に
勅
語
を
下
し
給
へ
る
御
事
に
い

ひ
か
け
て
、
歎
美
せ
る
な
り
、

0
こ
れ
ぞ
め
で
た
き
、
日
の
本
の
国
の
教
の
も

と
ゐ
な
る
こ
れ
ぞ
め
で
た
き
日
の
本
の
、
人
の
教
の
か
ゞ
み
な
る
」
は
、
此
勅

も
と
ゐ

語
は
実
に
わ
が
日
本
帝
国
の
國
に
あ
り
て
、
最
も
愛
重
す
べ
き
教
育
の
基
礎
と

い
ふ
べ
き
も
の
な
り
、
此
勅
語
は
実
に
わ
が
日
本
帝
国
の
人
民
に
あ
り
て
、
最

か

ゞ

み

も
愛
重
す
べ
き
教
育
の
亀
鑑
と
い
ふ
べ
き
も
の
な
り
」
と
也
、
め
で
た
き
は
愛

重
す
べ
き
意
、
「
教
の
も
と
ゐ
」
と
い
ひ
、
「
教
の
か
ゞ
み
」
と
い
ふ
に
か
ゞ
る

詞
、
も
と
ゐ
は
基
ー
礎
根
ー
本
の
こ
と
か
ゞ
み
は
亀
ー
鑑
標
I
準
な
り
、
同
調
に

て
重
ね
い
ふ
は
前
に
述
ぶ
る
が
如
し
、

0
あ
や
に
か
し
こ
き
、
天
皇
の
、
あ
や

も
た
ふ
と
き
、
天
皇
の
、
勅
語
の
ま
A

に
、
い
そ
し
み
て
あ
や
に
か
し
こ
き
、

天
皇
の
、
大
御
心
に
、
こ
た
へ
ま
つ
ら
ん
」
は
、
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
恐
多
き

わ
が
天
皇
陛
下
の
、
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
尊
＜
辱
き
わ
が
天
皇
陛
下
の
、
此
勅

語
に
訓
誨
し
ま
し
ま
す
通
り
に
、
勉
め
励
み
て
言
詞
も
及
ば
ぬ
程
に
恐
多
き
わ

こ
た

が
天
皇
陛
下
の
大
御
心
、
即
ち
叡
慮
に
報
い
到
へ
奉
る
べ
し
」
と
な
り
、
い
そ

し
み
て
は
、
精
を
励
ま
し
て
勤
勉
す
る
こ
と
、
大
御
心
は
お
ほ
、
み
、
と
も
に

尊
稲
、
天
皇
の
御
心
に
申
奉
る
名
、
即
ち
叡
慮
な
り
、

（上
原
之
節
氏
提
供
）

作
曲
は
宮
内
省
伶
人
、
東
京
音
楽
学
校
関
係
者
、
軍
楽
隊
関
係
者
な
ど
広
い
範
囲

か
ら
作
曲
者
を
多
数
内
定
し
て
、
先
の
歌
詞
解
説
書
を
添
え
募
集
す
る
方
法
を
と
っ

た
。
出
そ
ろ
っ
た
作
曲
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
0
印
、
ヽ
印
、
印
な
し
の
三
つ
に
分

け
て
い
る
の
は
な
に
か
委
員
の
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

豊
一
月
一
日
之
歌

0
内
田
粂
太
郎
、
ヽ

倉
知
甲
子
太
郎
、
小
林
錠
之
助
、
山
田

ヨ
ネ
、

0
上
箕
行
、

0
小
山
作
之
助
、
村
松
ヒ
デ
、
ヽ

酒
井
良
忠
、

0
辻
則

承
元
始
祭
之
歌
松
本
長
、
木
村
サ
ク
、
高
木
次
雄
、
下
田
フ
サ
、
石
岡
ト
ク
、

〇
納
所
辮
次
郎
、

0
山
田
源
一
郎
、

0
菊
地
武
信
、

0
林
廣
繊
、

、
四
元
義

天
長
節
之
歌

、
小
出
雷
吉
、

0
東
儀
季
煕
、

0
納
所
辮
次
郎
、

0
上
箕
行
、

市
川
ミ
チ
、
ヽ

白
井
規
矩
郎
、
小
木
ト
モ
、

楠
美
恩
三
郎
、
根
岸
イ
ソ
ナ
、

荒
井
シ

ン、

0
伊
澤
修
二

紀
元
節
之
歌
伊
澤
修
二

新
嘗
祭
之
歌

0
内
田
粂
太
郎
、

0
納
所
辮
次
郎
、

0
林
廣
守
、

0
芝
葛
鎮
、

〇
辻
則
承
、
比
留
間
賢
八
、
ヽ

深
澤
登
代
吉
、
、

岩
城
寛
、
宇
野
フ
デ
、
下

田
フ
サ
、
荒
井
シ
ン

誹
嘗
祭
之
歌

0
山
田
源
一
郎
、
ヽ

酒
井
良
忠
、

0
林
廣
磁
、

0
林
廣
季
、

0

東
儀
季
芳
‘
、

古
矢
弘
政
、
市
川
ミ
チ
、
山
本
生
、
ヽ

倉
知
甲
子
太
郎
、
木

村
サ
ク
、
小
木
ト
モ
、
ヽ

隅
野
國
蔵
、
宇
野
フ
デ
、
山
田

ヨ
ネ
、
ヽ

依
田
辮

之
助
、
久
間
ワ
カ

紳
武
天
皇
祭
之
歌
、
前
川
幸
作
、

0
林
廣
守
、

0
林
廣
季
、
遠
山
甲
子
、
ヽ

深
澤
登
代
吉
、
林
テ
フ
、

0
上
箕
行
、
岩
原
ア
イ
、

0
小
山
作
之
助
、
久
間

ワ
カ
、
福
永
竹
男
、
、

東
儀
頼
玄
‘
、

鈴
木
米
次
郎

孝
明
天
皇
祭
之
歌

0
山
田
源
一
郎
、

ヽ
鈴
木
米
次
郎
、

0
奥
好
義
、

0
伊
澤

修
二
、

0
山
井
基
萬
‘
、
古
矢
弘
政
、
山
本
生
、
ヽ

鷹
野
國
蔵
、
内
田
テ
ッ

瀬
川
サ
ク
、
高
木
タ
ケ
、

0
東
儀
頼
玄

春
季
皇
震
祭
之
歌
、
小
山
作
之
助
、
菊
地
武
信
、

、
小
出
雷
吉
、

0
東
儀
季
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芳、

0
山
井
基
萬
‘
、
内
田
粂
太
郎
、

0
東
儀
季
熙
、
ヽ
白
井
規
矩
郎
、
森

ト
ミ
、
小
林
錠
之
助
、
楠
美
恩
三
郎
、
内
田
テ
ツ
、
石
岡
ト
ク
、
丸
山
ト
メ

幅
永
竹
男

秋
季
皇
震
祭
之
歌
、
前
川
幸
作
、
ヽ
鈴
木
米
次
郎
、

0
東
儀
季
煕
、

0
芝
葛

鎮
、
0
奥
好
義
、
、
四
元
義
豊
、
遠
山
甲
子
、
松
本
長
、
林
テ
フ
、
高
木
次

雄
、
宮
崎
タ
マ
、
根
岸
イ
ソ
ナ
、
瀬
川
サ
ク
、

0
内
田
粂
太
郎

勅
語
奉
答
之
歌

0
小
山
作
之
助
、

0
芝
葛
鎮
、

0
奥
好
義
、
比
留
間
賢
八
、

一

、
依
田
辮
之
助
、

0
上
箕
行
、
、

岩
城
寛
、

0
山
田
源
一
郎
、

0
伊
澤
修
二

（
今
回
こ
の
原
資
料
は
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
遠
藤
宏
著
『
明
治
昔
築
史
考
』

昭
和
二
十
三
年
、
二

0
ニーニ
0
三
頁
よ
り
転
載
し
た
）

審
査
の
結
果
は
『
官
報
』
よ
り
早
<
『
-
音
楽
雑
誌
』
（
明
治
二
十
六
年
五
月
号
）

に
発
表
さ
れ
た
。

V

一
月
一
日
作
詞
千
家
尊
繭
、
作
曲
上
慎
行

．
元
始
祭
作
詞
鈴
木
重
嶺
、
作
曲
芝
葛
鎮

孝
明
天
皇
祭
作
詞
本
居
豊
頴
、
作
曲
山
井
基
萬

春
季
秋
季
皇
鑑
祭
作
詞
谷
勤

・
阪
正
臣
、
作
曲
小
山
作
之
助

紳
武
天
皇
祭
作
詞
丸
山
作
楽
、
作
曲
林
廣
守

＞
天
長
節
作
詞
黒
川
員
頼
、
作
曲
奥
好
義

;．
紳
嘗
祭
作
詞
木
村
正
僻
、
作
曲
辻
高
節

1

新
嘗
祭
作
詞
小
中
村
清
矩
、
作
曲
辻
高
節

‘
勅
語
奉
答
歌
作
詞
勝
安
房
、
作
曲
小
山
作
之
助

し
か
し
、
明
治
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）
八
月
十
二
日
文
部
省
告
示
第
三
号
、
『
官

報
』
三

0
三
七
号
附
録
で
公
布
さ
れ
た
祝
日
大
祭
日
唱
歌
は
〈
君
が
代
〉

〈
勅
語
奉

答
〉
〈
一
月
一
日
〉
〈
元
始
祭
〉
〈
紀
元
節
〉
〈
誹
嘗
祭
〉
〈
天
長
節
〉
〈
新
嘗
祭
〉

の
八

曲
で
あ
っ
た
。
『
官
報
』
公
布
後
た
だ
ち
に
数
種
の
祝
日
大
祭
日
唱
歌
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。
『
敢
祭
日
唱
歌
集
』
（
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行
、
共
盆
商
祖）
、

同
じ
く
共
盆
商
社
発
行
の
『
祝
祭
日
唱
歌
楽
譜
』
（
同
年
十
二
月
二
十
六
日
、
一
枚

刷
、
石
版
の
美
し
い
絵
入
り
、
五

0
ニ
ー
五

0
三
頁
の
写
真
参
照
）
、
奥
好
義
編
『
儀

式
唱
歌
附
祝
日
大
祭
日
唱
歌
』
（
明
治
二
十
六
年
十
月
十
日
発
行
）
な
ど
。
東
京
音
楽

学
校
で
は
明
治
三
十
三
年
(
-
九

0
I

)

二
月
二
十
日
『
脱
日
大
祭
日
重
昔
譜
』
を

出
版
し
た
。
こ
れ
は
デ
ィ
ッ
ト
リ
ヒ
の
和
声
に
よ
る
も
の
で
合
唱
で
歌
う
こ
と
が
で

き
る
。
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